
学）静岡和洋学園 

事 業 報 告 書（令和４年度） 

 
１．法人の概要 

⑴法 人 名  学校法人静岡和洋学園 
⑵設置する学校と学科 
  静岡女子高等学校 
    全日制課程  普通科  家政科  商業科  福祉科 
 
⑶生徒数 
 学則定員 １年生 ２年生 ３年生 計 
普通科 ２４０ ２１人 ３０人 ２６人 ７７人 
家政科 １２０ ２３人 ２７人 ３３人 ８３人 
商業科 １２０ ３２人 ２６人 １７人 ７５人 
福祉科 １２０ １４人 １３人 ２４人 ５１人 
計 ６００ ９０人 ９６人 １００人 ２８６人 

学科等の学則定員・学生数の状況(令和５年５月１日現在) 
   

 
⑷役員、教職員の概要等 
   理事長    １名 
   理 事    ７名 
   監 事    ２名 
   校 長    １名（理事） 
   教 頭    １名 
   教 諭   ２５名  講 師  ２０名  司 書  1 名 
   事務職員等  ７名 

 
２．事業の概要 

(1)建学の精神 

  誠実温雅にして、自他の敬愛と協力とによって、平和で民主的な文化国家の形成

者としてふさわしい、健康明朗で実践力豊かな女性を育成する。 
(2)教育目標 

校訓「誠実 温雅 適応」の理念のもと、学科の特色を生かし魅力ある学校づく

り。それぞれの科で実務の知識や技能を身につけることを足がかりとし、学業へ

の興味を促し社会で自立できる女性を育成します。 
  (3)教育活動 

  介護福祉士は国家資格です。福祉科の生徒は卒業と同時に受験できます。 



学）静岡和洋学園 

令和４年度は前年に引き続き２年連続で合格率１００％を達成しました。 
  新型コロナウィルス感染症の影響は with コロナや規制の緩和等により、徐々 

にではありますが、学校行事も元の形に戻りつつあり、３年ぶりに修学旅行や体

育祭・文化祭を実施致しました。 
  学校行事は別紙一覧に掲載 

 
(4)施設・設備等の取り組み 
  ICT 教育設備事業として視聴覚機器を全教室と講堂に設置。  

総事業費  ２０，３５０千円  
  生徒用タブレット（４５台＋保管庫）導入。        ４，０１２千円  
  生徒用の下駄箱買い替え                 ４，３８９千円 

（内 2,000千円は保護会からの特別寄付金） 
  広告及び動画作成      ４，０８１千円 
  家政科のミシン３７台買い替え                           １，８３１千円 
  職員室及び事務室の電話機器交換（IP電話）         １，２９８千円 
  職員室の印刷機買い替え                    ７３３千円  

 
(5)その他の取り組み 
  普通科キャリア形成コース、企業とのコラボプロジェクトへの参加. 
プレゼンテーション大会でグランプリを受賞 

  商業科もキャリア形成支援事業報告会（グランシップ）で発表する 
  校内における IT 化と DX改革 
  SDGS教育と人権教育 
  新学習指導要領に対応した授業 

 
３． 財務の概要 

  学生生徒納付金収入は生徒数減により前年対比では 95.1%と大きく下回ってい

ます。 
  補助金収入は、ほぼ予算どおりでしたが、経常費補助金については前年対比で

107.5％と大きく増加しています。国庫補助金は ICT 教育設備事業としての視聴

覚機器整備分 8,833千円があります。 
  前受金収入は入学者数の減少により前年対比で 82％となりました。 
  人件費としては、予算対比では 98.8％ですが、前年対比では 111.5％と大きく増

加しました、その主な要因はベテラン教員の退職にあります。実質の教職員人件

費は、前年対比 102.8％となります。 
  学校所有の農地が静岡市の区画整理事業に伴い、一部収用されることになり、土

地処分差額が 840千円発生しました。 
 


